
(57)【要約】

　

【課題】　多用されている一般形状のボタン本体を用い

て生地の厚さや硬さにかかわらず生地に取り付けること

ができるボタンを提供すること。

【解決手段】ボタン本体１１には止め具１２の先端部１

２Ａを挿通する収納部１１Ａが形成され、止め具１２は

、先端部１２Ａと、この先端部１２Ａから連続して形成

された筒状部１２Ｂとの間に肩部１２Ｃが形成され、か

つ、肩部１２Ｃは、ボタン本体１１の収納部１１Ａの挿

通端１１Ｅとの間で生地１を切断する切断部である角部

１２Ｆを備えている。角部１２Ｆに大きな力がかかるこ

となく、厚手の生地でも薄手の生地でも容易に切断する

ことができる。

【選択図】 図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ボ タ ン 本 体 １ １ ， ２ １ と 止 め 具 １ ２ と を 備 え 、 前 記 ボ タ ン 本 体 １ １ ， ２ １ と の 間 に 生 地
１ を 介 在 さ せ て 止 め 具 １ ２ を 押 圧 固 定 す る ボ タ ン で あ っ て 、
　 前 記 ボ タ ン 本 体 １ １ ， ２ １ に は 前 記 止 め 具 １ ２ の 先 端 部 １ ２ Ａ を 挿 通 す る 収 納 部 １ １ Ａ
， ２ １ Ａ が 形 成 さ れ 、 前 記 止 め 具 １ ２ は 、 前 記 先 端 部 １ ２ Ａ と 、 こ の 先 端 部 １ ２ Ａ か ら 連
続 し て 形 成 さ れ た 筒 状 部 １ ２ Ｂ と の 間 に 肩 部 １ ２ Ｃ が 形 成 さ れ 、 こ の 肩 部 １ ２ Ｃ は 、 前 記
ボ タ ン 本 体 １ １ ， ２ １ の 収 納 部 １ １ Ａ ， ２ １ Ａ の 挿 通 端 １ １ Ｅ ， ２ １ Ｅ と の 間 で 前 記 生 地
１ を 切 断 す る 切 断 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ボ タ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 切 断 部 は 前 記 肩 部 １ ２ Ｃ に 形 成 さ れ た 角 部 １ ２ Ｅ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の ボ タ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 切 断 部 は 、 前 記 肩 部 １ ２ Ｃ の 円 周 上 に 連 続 的 又 は 断 続 的 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の ボ タ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 肩 部 １ ２ Ｃ は 、 そ の 外 周 部 が 前 記 筒 状 部 １ ２ Ｂ よ り 径 方 向 に 膨 出 し て 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の ボ タ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 先 端 部 １ ２ Ａ は 前 記 肩 部 １ ２ Ｃ か ら 突 出 す る 突 出 部 １ ２ Ｅ を 備 え て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の ボ タ ン 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 先 端 部 １ ２ Ａ は 、 前 記 ボ タ ン 本 体 １ １ ， ２ １ で 押 圧 さ れ た 際 に 没 入 し て 側 方 に 膨 出
可 能 と さ れ る と と も に 、 膨 張 し た 先 端 部 １ ２ Ａ が 前 記 収 納 部 １ １ Ａ ， ２ １ Ａ に 係 止 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の ボ タ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 衣 服 の 合 わ せ 目 を 止 め る ボ タ ン や 、 主 に 飾 り と し て 用 い ら れ る 飾 り ボ タ ン 等
で あ っ て 、 ボ タ ン 本 体 と 止 め 具 と の 間 に 生 地 を 介 在 さ せ て 取 り 付 け る ボ タ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 ボ タ ン 本 体 と 止 め 具 と の 間 に 生 地 を 介 在 さ せ て 取 り 付 け ら れ る ボ タ ン が 知 ら
れ て い る 。 こ の ボ タ ン は 、 凹 部 が 形 成 さ れ た ボ タ ン 本 体 と 、 こ の 凹 部 に 先 端 部 が 挿 通 さ れ
る 止 め 具 と を 備 え た 構 造 で あ る 。
　 こ の タ イ プ の 従 来 の ボ タ ン と し て 、 図 ４ に 示 さ れ る も の が あ る 。
　 図 ４ （ Ａ ） に は 、 Ｆ バ ー と 称 さ れ 多 用 さ れ て い る 一 般 形 状 の ボ タ ン 本 体 ５ ０ が 示 さ れ て
お り 、 こ の ボ タ ン 本 体 ５ ０ は 、 湾 曲 し た 凹 部 ５ ０ Ａ が 形 成 さ れ た 係 合 部 ５ ０ Ｂ と 、 こ の 係
合 部 ５ ０ Ｂ の 開 口 端 縁 か ら 大 き く 折 り 返 し て 形 成 さ れ た 折 り 返 し 部 ５ ０ Ｃ と 、 こ の 押 し 返
し 部 ５ ０ Ｃ か ら 外 側 に 延 出 し 、 か つ 、 開 口 端 側 に 向 け て 傾 斜 し て 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 ５
０ Ｄ と を 備 え て い る 。
　 図 ４ （ Ｂ ） に は 、 Ｅ バ ー と 称 さ れ 多 用 さ れ て い る 一 般 形 状 の ボ タ ン 本 体 ５ １ が 示 さ れ て
お り 、 こ の ボ タ ン 本 体 ５ １ は 、 略 矩 形 状 の 凹 部 ５ １ Ａ が 形 成 さ れ た 中 心 部 ５ １ Ｂ と 、 こ の
中 心 部 ５ １ Ｂ の 開 口 端 縁 か ら 少 し 折 り 返 し て 形 成 さ れ た 折 り 返 し 部 ５ １ Ｃ と 、 こ の 折 り 返
し 部 ５ １ Ｃ か ら 外 側 に 真 っ 直 ぐ 延 出 し て 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 ５ １ Ｄ と を 備 え て い る 。
　 図 ４ （ Ｃ ） に は 、 ボ タ ン 本 体 ５ ０ ， ５ １ と 対 と な る 止 め 具 と し て の シ ャ ン ク 式 リ ベ ッ ト
５ ２ が 示 さ れ て お り 、 こ の リ ベ ッ ト ５ ２ は 、 フ ラ ン ジ 部 ５ ２ Ａ と 、 こ の フ ラ ン ジ 部 ５ ２ Ａ
の 中 央 部 に 設 け ら れ た 軸 部 ５ ２ Ｂ と を 備 え 、 こ の 軸 部 ５ ２ Ｂ の 先 端 部 は 鋭 利 に 形 成 さ れ て
い る 。 図 ４ （ Ｄ ） に は 、 ボ タ ン 本 体 ５ ０ ， ５ １ と 対 と な る 止 め 具 と し て の ヘ ッ ダ ー 式 リ ベ
ッ ト ５ ３ が 示 さ れ て お り 、 こ の リ ベ ッ ト ５ ３ は 、 フ ラ ン ジ 部 ５ ３ Ａ と 、 こ の フ ラ ン ジ 部 ５
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３ Ａ の 中 央 部 に 設 け ら れ た 軸 部 ５ ３ Ｂ と を 備 え 、 こ の 軸 部 ５ ３ Ｂ の 先 端 部 は 角 部 が 切 り 欠
か れ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ で 示 さ れ る 従 来 例 で は 、 ボ タ ン 本 体 ５ ０ ， ５ １ と リ ベ ッ ト ５ ２ ， ５ ３ と の 間 に 生 地
を 介 在 さ せ る が 、 生 地 を 押 さ え る た め に 、 ボ タ ン 本 体 ５ ０ ， ５ １ の 係 合 部 ５ ０ Ｂ ， ５ １ Ｂ
は 、 そ の 開 口 端 部 を 形 成 す る 部 分 が フ ラ ン ジ 部 ５ ０ Ｄ ， ５ １ Ｄ よ り 突 出 し て 形 成 さ れ て い
る 。 そ の た め 、 ボ タ ン 本 体 ５ ０ ， ５ １ の フ ラ ン ジ 部 ５ ０ Ｄ ， ５ １ Ｄ と リ ベ ッ ト ５ ２ ， ５ ３
の フ ラ ン ジ 部 ５ ２ Ａ ， ５ ３ Ａ と の 間 の 空 間 が 大 き く な る の で 、 薄 手 の 生 地 で の 押 え が 十 分
に 行 え な い 。 生 地 の 押 え が 十 分 に 行 え な い と 、 生 地 か ら ボ タ ン 本 体 ５ ０ ， ５ １ や リ ベ ッ ト
５ ２ ， ５ ３ が 外 れ る 虞 れ が あ る 他 、 生 地 と ボ タ ン 本 体 ５ ０ ， ５ １ や リ ベ ッ ト ５ ２ ， ５ ３ と
の 間 に 異 物 や 人 間 の 爪 が 入 り 込 む 虞 れ も あ る 。
　 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 ボ タ ン 本 体 ５ ０ ， ５ １ の 形 状 を 変 更 せ ず 、 リ ベ ッ ト
の フ ラ ン ジ 部 を 逆 円 錐 状 （ お 猪 口 形 状 ） に 形 成 す る こ と が 考 え ら れ る が 、 フ ラ ン ジ 部 を 逆
円 錐 状 に 加 工 形 成 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の た め 、 薄 手 の 生 地 に ボ タ ン を 取 り 付 け る た め に 、 図 ５ で 示 さ れ る 特 殊 な 形 状 の ボ タ
ン 本 体 と 止 め 具 と を 備 え た ボ タ ン の 従 来 例 が あ る 。
　 図 ５ （ Ａ ） は 、 ス タ ッ ド と 称 さ れ 凹 部 ６ ０ Ａ が 形 成 さ れ る ボ タ ン 本 体 ６ ０ と 、 薄 い 板 材
か ら 成 形 さ れ る ポ ス ト と 称 さ れ る 止 め 具 ６ １ と を 備 え た ボ タ ン を 示 す 。
　 止 め 具 ６ １ は 、 フ ラ ン ジ 部 ６ １ Ａ と 、 フ ラ ン ジ 部 ６ １ Ａ の 中 央 部 に 形 成 さ れ た 脚 部 ６ １
Ｂ と を 備 え 、 こ の 脚 部 ６ １ Ｂ の 先 端 に 外 側 に 向 け て 開 く 加 工 が 施 さ れ た フ レ ア ー ６ １ Ｃ が
形 成 さ れ て い る 。 こ の フ レ ア ー ６ １ Ｃ と ボ タ ン 本 体 ６ ０ の 凹 部 ６ ０ Ａ と の 間 で 生 地 を 切 断
す る 。 そ の た め 、 キ ャ ッ プ 本 体 ６ ０ の 凹 部 ６ ０ Ａ は 、 フ レ ア ー ６ １ Ｃ と の 間 で 生 地 を 切 断
す る た め に 開 口 端 縁 が 狭 く 奥 に い く に 従 っ て 広 く 形 成 さ れ る 特 殊 形 状 と さ れ て い る 。
　 図 ５ （ Ｂ ） は 、 Ｇ バ ー と 称 さ れ る ボ タ ン 本 体 ６ ２ と 、 ポ ス ト リ ベ ッ ト と 称 さ れ る 止 め 具
６ ３ と を 備 え た ボ タ ン を 示 す 。
　 ボ タ ン 本 体 ６ ２ は 、 端 縁 が 折 り 曲 げ て 成 形 さ れ た 正 面 部 ６ ２ Ａ と 、 こ の 正 面 部 ６ ２ Ａ の
端 縁 に 外 側 縁 が 係 止 さ れ 内 側 に 鋭 利 な 切 断 縁 ６ ２ Ｃ が 形 成 さ れ た 係 止 部 ６ ２ Ｂ と を 備 え た
特 殊 な 形 状 で あ る 。 止 め 具 ６ ３ は 、 フ ラ ン ジ 部 ６ ３ Ａ と 、 こ の フ ラ ン ジ 部 ６ ３ Ａ の 中 央 に
形 成 さ れ た 脚 部 ６ ３ Ｂ と を 備 え 、 こ の 脚 部 ６ ３ Ｂ は 係 止 部 ６ ２ Ｂ の 切 断 縁 と の 間 で 生 地 を
切 断 す る た め の 傾 斜 部 ６ ３ Ｃ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 ボ タ ン の 従 来 例 と し て 、 実 願 昭 54-73456号 （ 実 開 昭 55-173907号 ） の マ イ ク ロ フ
ィ ル ム （ 特 許 文 献 １ ） に 記 載 さ れ た も の が あ る 。
　 特 許 文 献 １ の ボ タ ン は 、 円 錐 状 突 出 部 を 有 す る ボ タ ン 本 体 と 、 円 錐 状 突 出 部 に 当 接 し て
先 端 部 が 折 曲 可 能 と さ れ る 係 止 部 と 、 こ の 係 止 部 が 中 央 部 に 取 り 付 け ら れ る フ ラ ン ジ と を
有 す る 構 造 で あ り 、 係 止 部 は ボ タ ン 本 体 と の 間 で 生 地 を 切 断 す る 刃 状 エ ッ ジ が 環 状 に 複 数
配 列 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 願 昭 54-73456号 （ 実 開 昭 55-173907号 ） の マ イ ク ロ フ ィ ル ム
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ５ で 示 さ れ る 従 来 例 で は 、 ボ タ ン 本 体 の 形 状 が 特 殊 な た め 、 こ の 取 付 構 造 が Ｆ バ ー や
Ｅ バ ー 等 の 多 用 さ れ た ボ タ ン 本 体 に そ の ま ま 利 用 す る こ と が で き な い と い う 課 題 が あ る 。
　 特 に 、 図 ５ （ Ａ ） で 示 さ れ る ボ タ ン で は 、 止 め 具 ６ １ の フ レ ア ー と 適 合 す る 凹 部 の 形 状
が 一 義 的 に 決 定 さ れ る た め 、 こ の 止 め 具 ６ １ に 図 ４ で 示 さ れ る Ｆ バ ー や Ｅ バ ー の ボ タ ン 本
体 を 適 用 す る こ と は で き な い 。
　 さ ら に 、 止 め 具 ６ １ の フ レ ア ー は 先 端 部 が 薄 く 形 成 さ れ て い る た め 、 デ ニ ム 生 地 等 の 厚
い 生 地 に 取 り 付 け る 場 合 に は 、 フ レ ア ー 先 端 と ボ タ ン 本 体 の 凹 部 と の 間 で デ ニ ム 生 地 を 十
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分 に 切 断 す る こ と が で き な い 。 無 理 に 取 り 付 け よ う と す る と 、 フ レ ア ー の 先 端 が 変 形 し て
、 よ り 取 付 が 困 難 と な る 。
　 特 許 文 献 １ で は 、 生 地 が 厚 手 で あ っ た り 、 剛 強 で あ っ た 場 合 に は 、 刃 状 エ ッ ジ が 変 形 あ
る い は 破 損 し て し ま う と い う 課 題 が あ る 。 逆 に 、 生 地 が 薄 手 で あ っ た り 、 柔 軟 で あ っ た 場
合 に は 、 生 地 を 押 さ え き れ ず 、 切 断 時 に 生 地 を 巻 き 込 み 正 し く ボ タ ン を 生 地 に 取 り 付 け ら
れ な い と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 多 用 さ れ て い る 一 般 形 状 の ボ タ ン 本 体 を 用 い て 生 地 の 厚 さ や 硬 さ に か
か わ ら ず 生 地 に 取 り 付 け る こ と が で き る ボ タ ン を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ボ タ ン は 、 ボ タ ン 本 体 と 止 め 具 と を 備 え 、 前 記 ボ タ ン 本 体 と の 間 に 生 地 を 介 在
さ せ て 前 記 止 め 具 を 押 圧 固 定 す る ボ タ ン で あ っ て 、 前 記 ボ タ ン 本 体 に は 前 記 止 め 具 の 先 端
部 を 挿 通 す る 収 納 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 止 め 具 は 、 前 記 先 端 部 と 、 こ の 先 端 部 か ら 連 続 し て
形 成 さ れ た 筒 状 部 と の 間 に 肩 部 が 形 成 さ れ 、 こ の 肩 部 は 、 前 記 ボ タ ン 本 体 の 収 納 部 の 挿 通
端 と の 間 で 前 記 生 地 を 切 断 す る 切 断 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ボ タ ン 本 体 と 止 め 具 と の 間 に 生 地 を 挟 ん だ 状 態 で 互 い に 押 し 付 け る
と 、 止 め 具 の 先 端 部 で 生 地 を 押 さ え な が ら 肩 部 に 形 成 さ れ た 切 断 部 と ボ タ ン 本 体 の 収 納 部
の 挿 通 端 と の 間 で 生 地 が 切 断 さ れ て ボ タ ン が 取 り 付 け ら れ る 。
　 そ の た め 、 本 発 明 で は 、 止 め 具 の 肩 部 に 形 成 さ れ た 切 断 部 と ボ タ ン 本 体 の 収 納 部 の 挿 通
端 と の 間 で 生 地 を 切 断 す る 。 肩 部 は 、 そ の 板 厚 が 従 来 例 で 示 さ れ る フ レ ア ー や エ ッ ジ に 比
べ て 薄 く し な く て も よ い か ら 、 た と え 切 断 部 に 大 き な 力 が 集 中 し て も 、 破 損 す る と い う 不
都 合 が 無 く 、 そ の 上 、 調 芯 性 も 劣 化 す る こ と が な い 。 そ の た め 、 本 発 明 で は 、 厚 手 の 生 地
で も 薄 手 の 生 地 で も 止 め 具 を 破 損 す る こ と な く 容 易 に 切 断 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本
発 明 で は 、 ボ タ ン 本 体 は 、 収 納 部 が 形 成 さ れ る 形 状 で あ る た め 、 Ｆ バ ー や Ｅ バ ー 等 と 同 様
の 一 般 形 状 を 採 用 す る こ と で 、 多 用 さ れ る ボ タ ン 本 体 を そ の ま ま 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 で は 、 前 記 切 断 部 は 前 記 肩 部 に 形 成 さ れ た 角 部 で あ る 構 成 が 好 ま し い 。 こ こ に お
い て 、 前 記 角 部 の 曲 率 半 径 Ｒ は 、 ０ ． ５ mm以 下 で あ り 、 好 ま し く は 、 ０ ． ３ ｍ ｍ 以 下 で あ
る 。
　 こ の 発 明 で は 、 切 断 部 は 先 端 部 と 筒 状 部 と の 間 に 形 成 さ れ た 角 部 に 形 成 さ れ る こ と で 、
切 断 部 の 加 工 が 容 易 と な り 、 止 め 具 の 製 造 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 前 記 切 断 部 は 、 前 記 肩 部 の 円 周 上 に 連 続 的 又 は 断 続 的 に 形 成 さ れ て
い る こ と が 好 ま し い 。
　 こ の 発 明 で は 、 収 納 部 の 挿 通 端 に 沿 っ て 生 地 も 適 切 か つ 容 易 に 切 断 す る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 前 記 肩 部 は 、 そ の 外 周 部 が 前 記 筒 状 部 よ り 径 方 向 に 膨 出 し て 形 成 さ れ て い る 構
成 が 好 ま し い 。
　 こ の 発 明 で は 、 肩 部 の 変 形 が し に く く な り 、 切 断 部 の 破 損 を よ り 効 果 的 に 防 止 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 先 端 部 は 前 記 肩 部 か ら 突 出 す る 突 出 部 を 備 え て い る 構 成 が 好 ま し い 。
　 こ の 発 明 で は 、 止 め 具 の 切 断 部 と ボ タ ン 本 体 の 収 納 部 の 挿 通 端 と の 間 で 生 地 を 切 断 す る
に あ た り 、 肩 部 か ら 突 出 す る 突 出 部 が 生 地 を 押 し 引 っ 張 っ て い る た め 、 生 地 の 切 断 が 容 易
に な り 、 切 断 部 を 破 損 す る こ と な く 円 滑 に 生 地 の 切 断 を 行 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 前 記 先 端 部 は 、 前 記 ボ タ ン 本 体 で 押 圧 さ れ た 際 に 没 入 し て 側 方 に 膨 出 可 能 と さ
れ る と と も に 、 膨 張 し た 先 端 部 が 前 記 収 納 部 に 係 止 さ れ る 構 成 が 好 ま し い 。
　 こ の 発 明 で は 、 ボ タ ン を 取 り 付 け る に あ た り 、 ボ タ ン 本 体 で 押 圧 さ れ た 先 端 部 は 没 入 さ
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れ て 側 方 に 膨 出 す る こ と で 、 先 端 部 の 側 部 が ボ タ ン 本 体 の 収 納 部 の 側 面 を 十 分 に 押 圧 す る
の で 、 ボ タ ン の 取 り 外 し 力 （ セ パ レ ー シ ョ ン 力 ） が 向 上 す る こ と に な る 。 そ の た め 、 ボ タ
ン 本 体 が 止 め 具 か ら 誤 っ て 外 れ る こ と が な く な る 。
　 さ ら に 、 止 め 具 の フ ラ ン ジ 部 を 薄 手 の 生 地 を 押 さ え 易 い 板 状 形 状 に す れ ば 、 板 材 か ら 加
工 し て も 、 本 発 明 の 切 断 部 で あ る 角 部 １ ２ Ｆ さ ら に は 突 出 部 １ ２ Ｅ を 設 け る こ と が 可 能 で
あ り 、 生 地 の 切 断 を 容 易 に 行 え る 。 止 め 具 の 材 料 と な る 板 材 の 板 厚 は 、 ０ ． ２ ｍ ｍ ～
１ ｍ ｍ が 好 ま し く 、 さ ら に は 、 ０ ． ３ ｍ ｍ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ が 好 ま し い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 は ジ ー ン ズ そ の 他 の 被
服 に お い て 飾 り ボ タ ン と し て 適 用 さ れ た も の で あ る 。
　 図 １ （ Ａ ） は 第 １ 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 図 １ （ Ａ ） に お い て 、 ボ タ ン １ ０ は 、 間 に 生 地 １ を 介 在 さ せ て 互 い に 取 り 付 け ら れ る ボ
タ ン 本 体 １ １ と 止 め 具 １ ２ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
　 ボ タ ン 本 体 １ １ は 、 図 ４ （ Ｂ ） で 示 さ れ る ボ タ ン 本 体 と 同 じ 構 造 で あ り 、 Ｆ バ ー と 称 さ
れ る 。 こ の ボ タ ン 本 体 １ １ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 鉄 、 ス テ ン レ ス 合 金 ・ 真 鍮 を 含 む 銅 合 金 、
そ の 他 の 金 属 又 は 合 金 か ら プ レ ス 等 の 適 宜 な 加 工 手 段 に よ り 形 成 さ れ る も の で あ る 。
　 ボ タ ン 本 体 １ １ は 、 収 納 部 と し て の 凹 部 １ １ Ａ が 形 成 さ れ た 中 心 部 １ １ Ｂ と 、 こ の 中 心
部 １ １ Ｂ の 挿 通 端 で あ る 開 口 端 の 縁 か ら 少 し 折 り 返 し て 形 成 さ れ た 折 り 返 し 部 １ １ Ｃ と 、
こ の 折 り 返 し 部 １ １ Ｃ か ら 外 側 に 真 っ 直 ぐ 延 出 し て 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 １ １ Ｄ と が 一 体
に 形 成 さ れ た 構 造 で あ る 。
　 中 心 部 １ １ Ｂ は 有 底 円 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 内 面 が 凹 部 １ １ Ａ と さ れ る 。 こ の 凹
部 １ １ Ａ は 、 略 矩 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 開 口 端 １ １ Ｅ は 適 宜 な 曲 率 の 丸 み が 形 成 さ
れ て い る 。
　 折 り 返 し 部 １ １ Ｃ は 、 中 心 部 １ １ Ｂ か ら 反 転 し て 形 成 さ れ て お り 、 そ の 端 部 か ら フ ラ ン
ジ 部 １ １ Ｄ が 略 直 角 に 形 成 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 １ １ Ｄ は 略 幅 広 の リ ン グ 状 に 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 止 め 具 １ ２ は 、 ボ タ ン 本 体 １ １ と 同 様 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 鉄 、 ス テ ン レ ス 合 金 ・ 真 鍮 を
含 む 銅 合 金 、 そ の 他 の 金 属 又 は 合 金 か ら プ レ ス 等 の 適 宜 な 加 工 手 段 に よ り 形 成 さ れ る も の
で あ る 。
　 止 め 具 １ ２ は 、 凹 部 １ １ Ａ に 挿 通 さ れ る 略 円 盤 状 の 先 端 部 １ ２ Ａ と 、 こ の 先 端 部 １ ２ Ａ
か ら 連 続 し て 形 成 さ れ た 略 円 筒 状 の 筒 状 部 １ ２ Ｂ と 、 先 端 部 １ ２ Ａ と 筒 状 部 １ ２ Ｂ と の 間
に 形 成 さ れ た 肩 部 １ ２ Ｃ と 、 前 記 筒 状 部 １ ２ Ｂ の 端 部 に 連 続 形 成 さ れ た 略 幅 広 リ ン グ 状 の
フ ラ ン ジ 部 １ ２ Ｄ と が 一 体 に 形 成 さ れ た 構 造 で あ る 。
　 先 端 部 １ ２ Ａ は 、 そ の 中 心 部 に 凹 部 １ １ Ａ 側 に 向 け て 突 出 す る 有 底 円 筒 状 の 突 出 部 １ ２
Ｅ を 備 え て い る 。 こ の 突 出 部 １ ２ Ｅ は 、 ボ タ ン 本 体 １ １ で 押 圧 さ れ た 際 に 没 入 す る こ と を
可 能 と さ れ て い る 。 止 め 具 １ ２ は 、 い わ ば 、 リ ベ ッ ト と し て 機 能 す る た め 、 突 出 部 １ ２ Ｅ
が 先 端 部 １ ２ Ａ の 平 面 部 よ り 没 入 す る と 、 先 端 部 １ ２ Ａ 全 体 が 側 方 に 膨 出 し 、 こ の 膨 張 し
た 先 端 部 １ ２ Ｅ が 凹 部 １ １ Ａ の 側 面 を 押 圧 し て 係 止 さ れ る （ 図 ２ （ Ａ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 フ ラ ン ジ 部 １ ２ Ｄ は 、 そ の 外 周 縁 に 向 う に 従 っ て ボ タ ン 本 体 １ １ 側 に 向 く よ う に 傾 斜 し
て 形 成 さ れ て い る 。
　 肩 部 １ ２ Ｃ は 、 そ の 円 周 上 に 連 続 し て 外 周 縁 部 に 角 部 １ ２ Ｆ が 形 成 さ れ 、 こ の 角 部 １ ２
Ｆ は ボ タ ン 本 体 １ １ の 凹 部 １ １ Ａ の 開 口 端 １ １ Ｅ と の 間 で 生 地 １ を 切 断 す る 切 断 部 と さ れ
て い る 。 こ こ で 、 角 部 １ ２ Ｆ は 、 そ の 曲 率 半 径 Ｒ が ０ ． ５ mm以 下 で あ り 、 好 ま し く は 、 ０
． ３ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。 前 記 曲 率 半 径 Ｒ は 小 さ け れ ば 小 さ い 程 好 ま し い が 、 本 実 施 形 態 で は
、 ０ ． ３ ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ で あ る 。 ま た 、 角 部 １ ２ Ｆ の 外 径 寸 法 は 凹 部 １ １ Ａ の 開 口 端 １
１ Ｅ の 内 径 寸 法 と 同 じ か や や 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。
  肩 部 １ ２ Ｅ は 、 そ の 外 周 部 が 筒 状 部 １ ２ Bよ り 径 方 向 に 膨 出 し て 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 構 成 の 第 １ 実 施 形 態 の ボ タ ン １ ０ を 生 地 １ に 取 り 付 け る た め 、 ボ タ ン 本 体 １ １ と 止
め 具 １ ２ と の 間 に 生 地 １ を 挟 み 、 止 め 具 １ ２ の 先 端 部 １ ２ Ａ を ボ タ ン 本 体 １ １ の 凹 部 １ １
Ａ に 挿 通 さ せ る よ う に 押 し 付 け る 。
　 す る と 、 止 め 具 １ ２ の 先 端 部 １ ２ Ａ の 突 出 部 １ ２ Ｅ で 生 地 １ を 押 し 引 っ 張 り な が ら 肩 部
１ ２ Ｃ に 形 成 さ れ た 角 部 １ ２ Fと ボ タ ン 本 体 １ １ の 凹 部 １ １ Ａ の 開 口 端 １ １ Ｅ と の 間 で 生
地 １ が 切 断 さ れ る 。
　 さ ら に 、 先 端 部 １ ２ Ａ を 凹 部 １ １ Ａ に 向 け て 押 し 付 け る と 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 さ れ る 通 り
、 突 出 部 １ ２ Ｅ が 先 端 部 １ ２ Ａ の 平 面 部 よ り 没 入 す る こ と に な り 、 こ れ に よ り 、 先 端 部 １
２ Ｅ 及 び 筒 状 部 １ ２ Ｂ 全 体 が 側 方 に 膨 出 し て 凹 部 １ １ Ａ の 側 面 に 押 圧 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 従 っ て 、 第 １ 実 施 形 態 で は 、 次 の 作 用 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
（ １ ） ボ タ ン 本 体 １ １ に は 止 め 具 １ ２ の 先 端 部 １ ２ Ａ を 挿 通 す る 凹 部 １ １ Ａ が 形 成 さ れ 、
止 め 具 １ ２ は 、 先 端 部 １ ２ Ａ と 、 こ の 先 端 部 １ ２ Ａ か ら 連 続 し て 形 成 さ れ た 筒 状 部 １ ２ Ｂ
と の 間 に 肩 部 １ ２ Ｃ が 形 成 さ れ 、 こ の 肩 部 １ ２ Ｃ は 、 ボ タ ン 本 体 １ １ の 凹 部 １ １ Ａ の 開 口
端 １ １ Ｅ と の 間 で 生 地 １ を 切 断 す る 切 断 部 で あ る 角 部 １ ２ Ｆ を 備 え て い る か ら 、 角 部 １ ２
Ｆ に 大 き な 力 が か か っ て も 、 肩 部 １ ２ Ｃ の 板 厚 は 厚 い の で 、 肩 部 １ ２ Ｃ が 破 損 せ ず 、 厚 手
の 生 地 で も 薄 手 の 生 地 で も 容 易 に 切 断 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ボ タ ン 本 体 １ １ は 、 凹
部 １ １ Ａ が 形 成 さ れ る 形 状 で あ る た め 、 Ｆ バ ー タ イ プ の も の を そ の ま ま 用 い る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ２ ） 切 断 部 は 肩 部 １ ２ Ｃ に 形 成 さ れ た 角 部 １ ２ Ｆ で あ る た め 、 切 断 部 の 加 工 が 容 易 と な
り 、 止 め 具 の 製 造 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
（ ３ ） 肩 部 １ ２ Ｃ は 、 そ の 外 周 部 が 筒 状 部 １ ２ Ｂ よ り 径 方 向 に 膨 出 し て 形 成 さ れ て い る た
め 、 肩 部 １ ２ Ｃ の 変 形 が し に く く な り 、 止 め 具 １ ２ の 破 損 を よ り 効 果 的 に 防 止 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ４ ） 先 端 部 １ ２ Ａ は 肩 部 １ ２ Ｃ か ら 突 出 す る 突 出 部 １ ２ Ｅ を 備 え て い る か ら 、 止 め 具 １
２ の 角 部 １ ２ Ｆ と ボ タ ン 本 体 １ １ の 凹 部 １ １ Ａ の 開 口 端 １ １ Ｅ と の 間 で 生 地 １ を 切 断 す る
に あ た り 、 肩 部 １ ２ Ｃ か ら 突 出 す る 突 出 部 １ ２ Ｅ が 生 地 １ を 押 し 引 っ 張 っ て い る た め 、 生
地 の 切 断 が 容 易 と な り 、 切 断 部 で あ る 角 部 １ ２ Ｆ を 破 損 す る こ と な く 円 滑 に 生 地 １ の 切 断
を 行 え る 。
（ ５ ） 突 出 部 １ ２ Ｅ は 、 ボ タ ン 本 体 １ １ に 向 け て 押 圧 し た 際 に 没 入 し て 先 端 部 １ ２ Ａ が 側
方 に 膨 出 可 能 と さ れ る と と も に 、 膨 張 し た 先 端 部 １ ２ Ａ が 凹 部 １ １ Ａ に 係 止 さ れ る 構 成 と
し た の で 、 ボ タ ン を 取 り 付 け る に あ た り 、 先 端 部 １ ２ Ａ の 側 部 が ボ タ ン 本 体 １ １ の 凹 部 １
１ Ａ の 側 面 を 十 分 に 押 圧 す る の で 、 ボ タ ン の 取 り 外 し 力 （ セ パ レ ー シ ョ ン 力 ） が 向 上 す る
こ と に な る 。 そ の た め 、 ボ タ ン 本 体 １ １ が 止 め 具 １ ２ か ら 誤 っ て 外 れ る こ と が な く な る 。
（ ６ ） 止 め 具 の フ ラ ン ジ 部 を 、 薄 手 の 生 地 を 押 さ え 易 い 板 状 形 状 に す る た め 、 板 材 か ら 加
工 し て も 、 切 断 部 で あ る 角 部 １ ２ Ｆ さ ら に は 突 出 部 １ ２ Ｅ を 設 け る こ と が 可 能 で あ り 、 生
地 の 切 断 を 容 易 に 行 え る 。 止 め 具 の 材 料 と な る 板 材 の 板 厚 は 、 ０ ． ２ ｍ ｍ ～ １ ｍ ｍ が 好 ま
し く 、 さ ら に は 、 ０ ． ３ ｍ ｍ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 第 ２ 実 施 形 態 は ボ タ ン 本 体 の 構 造 が 相 違 す る
の み で 、 止 め 具 の 構 造 は 第 １ 実 施 形 態 の 止 め 具 １ ２ と 同 じ 構 造 で あ る 。 こ こ で 、 第 ２ 実 施
形 態 の 説 明 中 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 材 は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
  本 実 施 形 態 は 飾 り ボ タ ン に 適 用 さ れ た も の で あ る 。
　 図 １ （ Ｂ ） は 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 図 １ （ Ｂ ） に お い て 、 ボ タ ン ２ ０ は 、 間 に 生 地 １ を 介 在 さ せ て 互 い に 取 り 付 け ら れ る ボ
タ ン 本 体 ２ １ と 止 め 具 １ ２ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 ボ タ ン 本 体 ２ １ は 、 図 ４ （ Ａ ） で 示 さ れ る ボ タ ン 本 体 と 同 じ 構 造 で あ り 、 Ｆ バ ー と 称 さ
れ る 。 こ の ボ タ ン 本 体 ２ １ は 、 第 １ 実 施 形 態 の ボ タ ン 本 体 １ １ と 同 様 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、
鉄 、 ス テ ン レ ス 合 金 ・ 真 鍮 を 含 む 銅 合 金 、 そ の 他 の 金 属 又 は 合 金 か ら プ レ ス 等 の 適 宜 な 加
工 手 段 に よ り 形 成 さ れ る も の で 、 収 納 部 と し て の 凹 部 ２ １ Ａ が 形 成 さ れ た 中 心 部 ２ １ Ｂ と
、 こ の 中 心 部 ２ １ Ｂ の 開 口 端 縁 か ら 少 し 折 り 返 し て 形 成 さ れ た 折 り 返 し 部 ２ １ Ｃ と 、 こ の
折 り 返 し 部 ２ １ Ｃ か ら 外 側 に 延 出 し て 形 成 さ れ た フ ラ ン ジ 部 ２ １ Ｄ と が 一 体 に 形 成 さ れ た
構 造 で あ る 。
　 中 心 部 ２ １ Ｂ は 有 底 円 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 内 面 が 凹 部 ２ １ Ａ と さ れ る 。 こ の 凹
部 ２ １ Ａ は 、 湾 曲 し て 形 成 さ れ て お り 、 そ の 開 口 端 ２ １ Ｅ は 適 宜 な 曲 率 の 丸 み が 形 成 さ れ
て い る 。
　 折 り 返 し 部 ２ １ Ｃ は 、 中 心 部 ２ １ Ａ か ら 反 転 し て 中 心 部 ２ １ Ａ の 頂 部 近 傍 ま で 延 び て 形
成 さ れ て お り 、 そ の 端 部 か ら フ ラ ン ジ 部 ２ １ Ｄ が 略 直 角 に 形 成 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 ２
１ Ｄ は 略 幅 広 の リ ン グ 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 構 成 の 第 ２ 実 施 形 態 の ボ タ ン ２ ０ を 生 地 １ に 取 り 付 け る た め 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様
に 、 ボ タ ン 本 体 ２ １ と 止 め 具 １ ２ と の 間 に 生 地 １ を 挟 み 、 止 め 具 １ ２ の 先 端 部 １ ２ Ａ を ボ
タ ン 本 体 ２ １ の 凹 部 ２ １ Ａ に 挿 通 さ せ る よ う に 押 し 付 け る 。
　 す る と 、 止 め 具 １ ２ の 先 端 部 １ ２ Ａ の 突 出 部 １ ２ Ｅ で 生 地 １ を 押 し 引 っ 張 り な が ら 肩 部
１ ２ Ｃ に 形 成 さ れ た 角 部 １ ２ Fと ボ タ ン 本 体 ２ １ の 凹 部 ２ １ Ａ の 開 口 端 ２ １ Ｅ と の 間 で 生
地 １ が 切 断 さ れ る 。
　 さ ら に 、 先 端 部 １ ２ Ａ を 凹 部 ２ １ Ａ に 向 け て 押 し 付 け る と 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 さ れ る 通 り
、 突 出 部 １ ２ Ｅ が 先 端 部 １ ２ Ａ の 平 面 部 よ り 没 入 す る こ と に な り 、 こ れ に よ り 、 先 端 部 １
２ Ｅ 全 体 が 側 方 に 膨 出 し て 凹 部 ２ １ Ａ の 側 面 に 押 圧 係 止 さ れ る 。
　 従 っ て 、 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 第 １ 実 施 形 態 の （ １ ） ～ （ ６ ） と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 前 述 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 目 的 を 達 成 で き る
範 囲 で の 変 形 、 改 良 等 は 本 発 明 に 含 ま れ る も の で あ る 。
　 例 え ば 、 前 記 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 収 納 部 を 凹 部 ２ １ Ａ と し 、 挿 通 端 を 開 口 端 ２ １ Ｅ と し
た が 、 収 納 部 や 挿 通 端 の 構 造 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 図 ３ （
Ａ ） に 示 さ れ る 通 り 、 ボ タ ン 本 体 ２ １ の 収 納 部 を 、 頂 部 に 開 口 部 ２ １ Ｇ が 形 成 さ れ た 形 状
と し て も よ い 。 こ の 場 合 、 挿 通 端 ２ １ Ｈ は 、 開 口 部 ２ １ Ｇ と は 反 対 側 の 開 口 部 と な る 。 な
お 、 符 号 ３ ０ は ボ タ ン 取 付 工 具 で あ る 。 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 さ れ る 通 り
、 止 め 具 １ ２ の フ ラ ン ジ 部 １ ２ Ｄ に シ ェ ル １ ２ Ｇ を 取 り 付 け る 構 造 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 飾 り ボ タ ン に 適 用 し た 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 で は 、 衣 服 の
合 わ せ 目 を 止 め る も の で あ っ て 、 主 に 実 用 性 を 目 的 と し た ボ タ ン に 適 用 し て も よ い 。 さ ら
に 、 衣 服 以 外 に も 本 発 明 の ボ タ ン を 用 い て も よ い 。
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 筒 状 部 １ ２ Ｂ は 円 筒 状 に 形 成 す る 他 、 角 筒 状 に 形 成 す る も の で も よ
い 。
　 さ ら に 、 切 断 部 は 、 肩 部 １ ２ Ｃ の 円 周 上 に 連 続 的 に 形 成 さ れ る も の に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 断 続 的 に 形 成 す る も の で も よ い 。 こ の 場 合 、 生 地 １ に ミ シ ン 目 を 入 れ て 切 断 部 を
生 地 １ に 押 圧 す る こ と で 、 生 地 １ を 切 断 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 は ジ ー ン ズ 等 の 被 服 、 さ ら に は 、 被 服 以 外 の も の 一 般 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に か か る ボ タ ン の 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 第 ２ 実 施 形 態
に か か る ボ タ ン の 断 面 図 。
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【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 第 １ 実 施 形 態 に か か る ボ タ ン が 生 地 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 断 面 図
、 （ Ｂ ） は 第 ２ 実 施 形 態 に か か る ボ タ ン が 生 地 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） （ Ｂ ） は 本 発 明 の 変 形 例 に か か る ボ タ ン を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） ～ （ Ｄ ） は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 従 来 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 （ Ａ ） ～ （ Ｂ ） は 、 図 ４ と は 異 な る 従 来 例 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ … 生 地 、 １ ０ … ボ タ ン 、 １ １ … ボ タ ン 本 体 、 １ １ Ａ … 凹 部 （ 収 納 部 ） 、 １ １ Ｅ … 開 口
端 （ 挿 通 端 ） 、 １ ２ … 止 め 具 、 １ ２ Ａ … 先 端 部 、 １ ２ Ｂ … 筒 状 部 、 １ ２ Ｃ … 肩 部 、 １ ２ Ｅ
… 突 出 部 、 １ ２ Ｆ … 角 部 （ 切 断 部 ） 、 ２ ０ … ボ タ ン 、 ２ １ … ボ タ ン 本 体 、 ２ １ Ａ … 凹 部 （
収 納 部 ） 、 ２ １ Ｅ … 開 口 端 （ 挿 通 端 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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